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1． この会社が目指す姿が理解できるか 

経営理念と価値創造プロセスにおける平和不動産の目指す姿から同会社の将来像が理解で

きた。同会社は将来的に、街づくりに貢献する会社として、環境・社会課題の解決を図る

ことでサステナブルな社会の実現に貢献したいと考えていることが読み取れた。またその

目指す姿の実現のために、再開発事業など具体的な事業戦略、自然災害リスクといった重

要課題、課題を解決するための施策を明確にしていた。プロセスを示すことで同会社の将

来像が十分に理解できると考えた。（図表 1） 
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2． この会社の競争優位性が理解できるか 

平和不動産について VRIO 分析に基づき、同会社の競争優位性を調べる。経済価値に関し

ては、最新年度では棚卸資産の売却が減少したことから売上高は減ったものの、営業利益

や経常利益など利益面では上昇し、過去最高を更新した。（図表２，３，４）また配当金

も大幅に上昇していることから、株主価値も向上している。また同社は証券、金融業界と

の信頼関係も構築している上に、SDGｓ達成に向け、積極的に環境問題に取り組んでおり、

環境面での外部評価を得ている。このことから経済価値は十分であるといえる。希少性に

関しては、東京をはじめとした全国主要都市の中心地に優良なポートフォリオを保有して



いることから、希少性を持っているといえる。模倣可能性に関しては、証券取引所ビルの

オーナーであることからくる実績と信頼から模倣困難性が高い。組織に関しては、平和不

動産グループ内での協働事業の展開と健康経営や女性社員の雇用促進に取り組んでいるこ

とから組織の整備は十分であるといえる。以上のことから同会社の競争優位性については

高く、理解できると考える。 
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3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 

図表 5 を下にステークホルダーの視点から競争優位性の持続性を考察する。平和不動産は

環境面に関しては SDGｓの下で気候変動への対策をしており、これらの取り組みは実際に

外部から高い評価を受けている。また経営面に関しては、健康経営を掲げ職員が心身とも

に健康であるようにすることで、職員の持つ個性や能力の可能性を最大限に高めようとし

ている。また人材育成体系も整備しており、人材の向上を目指している。またコーポレー

ト・ガバナンスの強化にも取り組んでいる。地域社会に対しては、創業の町である日本橋

兜町・茅場町の街づくりに尽力している。以上のことから同会社はその競争優位性に持続

性があると考えられる。 
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4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

平和不動産では健康経営を推進していることから、職員が常に心身ともに健康な状態で、

職務に向かうことができるようにしていることが分かる。また同会社は人材育成の整備に

取り組んでおり、従業員同士のコミュニケーション推進や資格取得支援、研修プログラム

の充実化を図っていることが読み取れる。以上のことから、自己の人的資本の価値向上は

十分に達成できると考えられる。 

 

5．報告書にはどのような改善余地があるか 

社外取締役の視点から、平和不動産の抱える課題に対する意見、提言が見られなかったこ

とから、社外取締役による同会社の課題に対する言及が必要であると考える。また、中期

経営計画が代表取締役社長のメッセージと財務担当役員のメッセージの間にあり、非常に

見づらかったので、両メッセージの後に挿入するなどレイアウトの工夫をすべきだと考え

る。 

 


